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北海道観光入込客数調査の内容と留意事項

１ 北海道観光入込客数調査について

本調査は、観光庁が定めた「観光入込客統計に関する共通基準」に準じて平成２２年度

に道が改正した「北海道観光入込客数調査要領」に基づき、観光入込客数などを推計した

ものです。

２ 調査内容

(1) 観光入込客数（実人数）

市町村が行う観光地点等入込客数調査、道が行う観光地点パラメータ調査及び観光庁

が提供する宿泊観光入込客数などのデータなどにより推計した北海道における観光入

込客の実人数

実人数：１人の観光客が１回の旅行で、５市町村を訪問している場合で

も、１人と数えます。

訪日外国人来道者数（実人数）については、日本政府観光局（ＪＮＴＯ）の訪日外客

数や訪日外客訪問地調査などにより推計した北海道を訪れた外国人の実人数

(2) 観光入込客数（延べ人数）

各市町村の観光入込客数を集計した観光入込客数の延べ人数

延べ人数：市町村の実人数の単純合計

１人の観光客が１回の旅行で、５市町村を訪問している

場合は、５人と数えます。

(3) 観光消費額単価

全道１６カ所の観光地点における聞き取り調査をもとに、道内客、道外客、外国人に

ついて、「観光」、「ビジネス兼観光」別に算出した観光消費額単価

３ 利用上の留意事項

各数字は、四捨五入のため合計が合致しない場合があります。
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Ⅰ 観光入込客数（実人数）
１ 概況

令和３年度（２０２１年度）の観光入込客数は、「新しい旅のスタイル」や道の「どう

みん割」、市町村独自の宿泊助成キャンペーン等による効果もあり、旅行需要の回復傾向

が見られましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大の影響により、全体で３，４９５万

人（前年比＋４．７％、前々年度比▲３３．８％）となり、前年度と比べ回復基調にある

ものの、感染拡大前の令和元年度（２０１９年度）の概ね７割程度にとどまりました。

２ 道内客・道外客・外国人別

道内客は３，２３４万人（前年度比１１１万人増、＋３．６％、前々年度比１，２０

７万人減、▲２７．２％）、道外客は２６１万人（前年度比４６万人増、＋２１．４％、前

々年度比３３１万人減、▲５５．９％）となりました。なお、外国人については、観光客に対

する入国拒否等の措置を講じていることから、０万人（前年度比±０万人、前々年度比２４４

万人減、▲１００％）となっています。

３ 日帰り客・宿泊客別

日帰り客は２，７０１万人（前年度比７２万人増、＋２．７％、前々年度比８２５万人

減、▲２３．４％）、宿泊客は７９４万人（前年度比８５万人増、＋１２．０％、前々年

度比９５７万人減、▲５４．７％）となりました。

４ 四半期別

四半期別にみると、第１四半期が９５９万人（前年度比１３１万人増、＋１５．８％、前々

年度比６２１万人減、▲３９．３％）、第２四半期が１，２４５万人（前年度比１０８万人減、

▲８．０％、前々年度比８３０万人減、▲４０．０％）、第３四半期が６６８万人（前年度比

６７万人増、＋１１．１％、前々年度比２０２万人減、▲２３．２％）、第４四半期が６２３

万人（前年度比６７万人増、＋１２．１％、前々年度比１３０万人減、▲１７．３％）とな

りました。
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＜令和３年度（２０２１年度）観光入込客数（実人数）＞

　 区　　分 日帰り 宿　泊 計 構成比

道 内 客 ８４５万人 ８３万人 ９２８万人

前年同期比 ＋１０.３％ ＋５９.６％ ＋１３.４％

前々年同期比 ▲２４.３％ ▲６６.０％ ▲３１.８％

第１四半期 道 外 客 １万人 ３０万人 ３１万人

前年同期比 ±０.０％ ＋２３３.３％ ＋２１０.０％

前々年同期比 ▲５０.０％ ▲８０.４％ ▲８０.０％

(4～6月) 外 国 人 － ０万人 ０万人

前年同期比 － － －

前々年同期比 － ▲１００.０％ ▲１００.０％

合　　計 ８４６万人 １１３万人 ９５９万人

前年同期比 ＋１０.３％ ＋８５.２％ ＋１５.８％

前々年同期比 ▲２４.３％ ▲７５.５％ ▲３９.３％

道 内 客 １,０２７万人 １３９万人 １,１６６万人

前年同期比 ▲６.０％ ▲１６.８％ ▲７.５％

前々年同期比 ▲３２.６％ ▲４８.９％ ▲３５.０％

第２四半期 道 外 客 ３万人 ７６万人 ７９万人

前年同期比 ±０.０％ ▲１５.６％ ▲１５.１％

前々年同期比 ▲６６.７％ ▲６２.６％ ▲６２.７％

(7～9月) 外 国 人 － ０万人 ０万人

前年同期比 － － －

前々年同期比 － ▲１００.０％ ▲１００.０％

合　　計 １,０３０万人 ２１５万人 １,２４５万人

前年同期比 ▲６.０％ ▲１６.３％ ▲８.０％

前々年同期比 ▲３２.８％ ▲６０.４％ ▲４０.０％

道 内 客 ３９２万人 １８３万人 ５７５万人

前年同期比 ＋４.５％ ＋１９.６％ ＋８.９％

前々年同期比 ▲１０.７％ ▲２１.１％ ▲１４.３％

第３四半期 道 外 客 ５万人 ８８万人 ９３万人

前年同期比 ＋２５.０％ ＋２７.５％ ＋２７.４％

前々年同期比 ▲１６.７％ ▲３４.３％ ▲３３.６％

(10～12月) 外 国 人 － ０万人 ０万人

前年同期比 － － －

前々年同期比 － ▲１００.０％ ▲１００.０％

合　　計 ３９７万人 ２７１万人 ６６８万人

前年同期比 ＋４.７％ ＋２２.１％ ＋１１.１％

前々年同期比 ▲１０.８％ ▲３６.２％ ▲２３.２％

道 内 客 ４２６万人 １３９万人 ５６５万人

前年同期比 ＋１０.６％ ＋５.３％ ＋９.３％

前々年同期比 ▲０.７％ ▲２５.３％ ▲８.１％

第４四半期 道 外 客 ２万人 ５６万人 ５８万人

前年同期比 ±０.０％ ＋５１.４％ ＋４８.７％

前々年同期比 ±０.０％ ▲３２.５％ ▲３１.８％

(1～3月) 外 国 人 － ０万人 ０万人

前年同期比 － － －

前々年同期比 － ▲１００.０％ ▲１００.０％

合　　計 ４２８万人 １９５万人 ６２３万人

前年同期比 ＋１０.６％ ＋１５.４％ ＋１２.１％

前々年同期比 ▲０.７％ ▲３９.４％ ▲１７.３％

道 内 客 ２,６９０万人 ５４４万人 ３,２３４万人

前年同期比 ＋２.７％ ＋７.９％ ＋３.６％

前々年同期比 ▲２３.３％ ▲４１.８％ ▲２７.２％

年度計 道 外 客 １１万人 ２５０万人 ２６１万人

（4～3月） 前年同期比 ＋１０.０％ ＋２２.０％ ＋２１.４％

前々年同期比 ▲４２.１％ ▲５６.４％ ▲５５.９％

外 国 人 － ０万人 ０万人

前年同期比 － － －

前々年同期比 － ▲１００.０％ ▲１００.０％

合　　計 ２,７０１万人 ７９４万人 ３,４９５万人

前年同期比 ＋２.７％ ＋１２.０％ ＋４.７％

前々年同期比 ▲２３.４％ ▲５４.７％ ▲３３.８％

※数値は端数処理の関係上、合計等が合致しない場合があります。
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Ⅱ 観光入込客数（延べ人数）
１ 総 数

市町村における観光入込客数を合計した総数(延べ人数)は、８，５３１万人で、前年度

に比べて５．２％の増加、前々年度に比べて４０．７％の減少となりました。

また、宿泊客延べ数の合計は、１，８７３万人泊で、前年度に比べて２１．４％の増

加、前々年度に比べて４８．３％の減少となりました。

２ 圏域別

圏域別の観光入込客数(延べ人数)及び宿泊客延べ数を見ると、新型コロナウイルス感

染症拡大の影響により、全道域では前年度と比べて増加しているものの、コロナ前の概ね

５割台程度にとどまっております。

複数の市町村においては、独自の宿泊助成事業の実施や、前年度に引き続き、密を回

避できる屋外施設としてキャンプ場等の需要の高まりによる観光客の増加が見られまし

た。

なお、各圏域の観光入込客数の特徴は次のとおりです。

新型コロナウイルス感染症拡大が影響したものの、７月に「北海道・北東北の縄文

道 央 圏 遺跡群」（千歳市、伊達市、洞爺湖町）が世界遺産に登録されたほか、夏季のイベン
ト開催による観光客の増加があったことから、圏域では前年度比６．１％増となりま
した。
新型コロナウイルス感染症拡大の影響が見られる一方で、７月に「北海道・北東北

道 南 圏 の縄文遺跡群」（函館市）が世界遺産に登録されたほか、奥尻-丘珠間の航空便の冬期
就航、大雪に伴うスキー場の好調により、圏域では前年度比１０．４％増となりまし

た。
緊急事態宣言等が発出され、海水浴場の閉鎖や観光施設の休館があったものの、５

道 北 圏 月に道の駅「羊のまち 侍・しべつ」（士別市）が新規オープンしたほか、昨年同様
に三密を回避できる屋外施設としてキャンプ場やスキー場等の入込が好調だったこと
から、圏域では前年度比１．９％増となりました。

新型コロナウイルス感染症拡大が影響したものの、女満別空港（大空町）の利用状
オホーツク圏 況が対前年度対比で５７．４％の増加、紋別空港（紋別市）も５７．２％増加したこ

とから、圏域では前年度比４．４％増となりました。
新型コロナウイルス感染症拡大が影響したものの、新嵐山スカイパーク（芽室町）

十 勝 圏 の冬期 BBQ イベントの新設による観光客の入込が好調だったことなどから、圏域で
は前年度比０．６％増となりました。
新型コロナウイルス感染症拡大による航空機などの減便、各市町村のイベント中止

釧路・根室圏 などがあったものの、令和３年３月に「厚岸霧多布昆布森」（浜中町）が国定公園に
指定されたことによる観光客の増加などにより、圏域では前年度比５．２％増となり
ました。
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３ 市町村別

観光入込客数を市町村別でみると、札幌市が７８９万人（前年度比＋３８．４％、前々年度比▲

４８．３％）で最も多く、次いで、函館市３４６万人（前年度比＋１１．６％、前々年度比▲３５．

５％）、釧路市２７６万人（前年度比＋１２．０％、前々年度比▲４８．１％）、以下小樽市、石

狩市、白老町の順となっています。

一方、宿泊客延べ数でみると、札幌市が６３１万人泊（前年度比＋４２．８％、前々年度

比▲５４．９％）で最も多く、次いで、函館市２０４万人泊（前年度比＋１３．１％、前々年

度比▲４６．６％）、帯広市９３万人泊（前年度比＋２１．０％、前々年度比▲２２．２％）、以

下、釧路市、小樽市、北見市の順となっています。

＜圏域別観光入込客数（延べ人数）＞

圏　域 観光入込客数 前年度比 対前年増減数 対前々年度比 対前々年増減数 構成比

道　央 4,533万人 ＋6.1% ＋261万人 ▲42.6% ▲3,361万人 53.1%

道　南 876万人 ＋10.4% ＋83万人 ▲33.7% ▲445万人 10.3%

道　北 1,242万人 ＋1.9% ＋24万人 ▲45.0% ▲1,017万人 14.6%

オホーツク 603万人 ＋4.4% ＋26万人 ▲31.1% ▲272万人 7.1%

十　勝 711万人 ＋0.6% ＋4万人 ▲30.7% ▲315万人 8.3%

釧路・根室 565万人 ＋5.2% ＋28万人 ▲44.2% ▲447万人 6.6%

合　計 8,531万人 ＋5.2% ＋425万人 ▲40.7% ▲5,857万人 100.0%

 ※各数値は、千人単位で四捨五入しているため合計が合致しない場合があります。

〈圏域別宿泊客延べ数〉

圏　域 宿泊客延数 前年度比 対前年増減数 対前々年度比 対前々年増減数 構成比

道　央 1,019万人泊 ＋28.3% ＋225万人泊 ▲52.8% ▲1,138万人泊 54.4%

道　南 241万人泊 ＋13.1% ＋28万人泊 ▲45.2% ▲199万人泊 12.9%

道　北 227万人泊 ＋9.6% ＋20万人泊 ▲47.6% ▲207万人泊 12.1%

オホーツク 132万人泊 ＋25.0% ＋26万人泊 ▲25.1% ▲44万人泊 7.0%

十　勝 140万人泊 ＋14.9% ＋18万人泊 ▲33.5% ▲70万人泊 7.5%

釧路・根室 114万人泊 ＋12.5% ＋13万人泊 ▲43.9% ▲89万人泊 6.1%

全　道 1,873万人泊 ＋21.4% ＋330万人泊 ▲48.3% ▲1,747万人泊 100.0%
 ※各数値は、千人単位で四捨五入しているため合計が合致しない場合があります。

道央

54.4%

道南

12.9%

道北
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オホーツク
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釧路・根室 6.1%
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＜観光入込客数(実人数)の多い市町村＞ ＜宿泊客延べ数の多い市町村＞

順位 市町村名 入込客数 前年度比 前々年度比 順位 市町村名 宿泊客延べ数 前年度比 前々年度比

1 札幌市 789万人 ＋38.4% ▲48.3% 1 札幌市 631万人泊 ＋42.8% ▲54.9%

2 函館市 346万人 ＋11.6% ▲35.5% 2 函館市 204万人泊 ＋13.1% ▲46.6%

3 釧路市 276万人 ＋12.0% ▲48.1% 3 帯広市 93万人泊 ＋21.0% ▲22.2%

4 小樽市 266万人 ＋2.5% ▲62.0% 4 釧路市 75万人泊 ＋11.9% ▲49.1%

5 石狩市 190万人 ＋18.4% ▲13.3% 5 小樽市 48万人泊 ＋20.9% ▲49.5%

6 白老町 168万人 ▲5.1% ＋5.5% 6 北見市 45万人泊 ＋9.6% ▲30.0%

7 喜茂別町 162万人 ▲5.8% ▲33.4% 7 登別市 43万人泊 ＋9.0% ▲59.5%

8 旭川市 160万人 ▲5.8% ▲68.5% 8 旭川市 38万人泊 ▲5.9% ▲58.1%

9 苫小牧市 148万人 ＋4.3% ▲33.4% 9 ニセコ町 34万人泊 ＋11.3% ▲29.0%

10 恵庭市 145万人 ＋14.9% ＋4.5% 10 倶知安町 30万人泊 ＋24.3% ▲73.8%

11 七飯町 141万人 ＋17.3% ▲37.9% 11 富良野市 30万人泊 ＋33.5% ▲52.8%

12 帯広市 138万人 ▲1.7% ▲51.0% 12 占冠村 30万人泊 ＋20.8% ▲50.4%

13 千歳市 125万人 ▲11.4% ▲72.5% 13 網走市 29万人泊 ＋15.1% ▲32.4%

14 東川町 122万人 ＋6.8% ＋6.8% 14 稚内市 27万人泊 ＋14.0% ▲25.1%

15 江別市 122万人 ▲10.6% ＋2.3% 15 洞爺湖町 25万人泊 ▲1.8% ▲61.9%

16 登別市 120万人 ＋12.7% ▲62.9% 16 室蘭市 24万人泊 ▲1.3% ▲28.0%

17 伊達市 118万人 ＋5.3% ▲27.4% 17 音更町 22万人泊 ＋3.8% ▲46.1%

18 富良野市 113万人 ＋6.3% ▲40.4% 18 斜里町 22万人泊 ＋2.6% ▲49.4%

19 洞爺湖町 109万人 ▲5.5% ▲54.6% 19 千歳市 22万人泊 ＋5.7% ▲38.6%

20 美瑛町 106万人 ▲18.0% ▲56.1% 20 留寿都村 18万人泊 ＋58.1% ▲46.4%
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Ⅲ 観光消費額単価

道内１６の観光地点において実施した聞き取り調査により算出した観光消費額単価は、

下表のとおりとなっています。

※ （ ）内の数値は、前年度の単価です。

道内客、道外客、外国人客の「ビジネス兼観光」及び外国人の日帰りの単価は、観光庁から提供

された値を掲載しています。

なお、外国人客につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和３年度は本調査未

実施のため、「－」としております。

 　＜令和３年度（２０２１年度）  観光消費額単価＞ （単位：円）
区　　　　　分　 日帰り 宿　泊

観光 ４，６４１ （ ５，４８９ ） １９，７２２ （ ２７，８８５ ）

第１ ビジネス兼観光 ７，６５５ （ ４，３１６ ） ３１，２６４ （ ２４，５３８ ）

四半期 観光 ２１，３１７ （ １７，２２６ ） ５４，７０４ （ ５９，５６７ ）

ビジネス兼観光 ５，７００ （ ５，５３２ ） ８４，４６９ （ ８０，３９５ ）

(4～6月) 観光 － （ － ） － （ － ）

ビジネス兼観光 － （ － ） － （ － ）

観光 ４，６２８ （ ５，６９７ ） ２６，１１２ （ ３０，５２５ ）

第２ ビジネス兼観光 １４，９１４ （ ３，１１４ ） ２４，７８６ （ ２４，４１０ ）

四半期 観光 ３８，１８４ （ ２０，２５０ ） ８７，３９３ （ ９５，１９４ ）

ビジネス兼観光 ６，３８８ （ ５，５８８ ） ７８，６９２ （ ５７，３３９ ）

(7～9月) 観光 － （ － ） － （ － ）

ビジネス兼観光 － （ － ） － （ － ）

観光 ３，８９１ （ ４，３５０ ） ２０，４９５ （ ２９，３９０ ）

第３ ビジネス兼観光 １３，７０７ （ ６，９７３ ） ３０，１６０ （ ２８，０１１ ）

四半期 観光 ４１，５４２ （ ２１，７４５ ） ６３，５３０ （ ７４，９４７ ）

ビジネス兼観光 ６，４５８ （ ５，８２３ ） ９２，８８７ （ ７６，７３６ ）

(10～12月) 観光 － （ － ） － （ － ）

ビジネス兼観光 － （ － ） － （ － ）

観光 ３，３０２ （ ４，４０９ ） ２６，９２１ （ ２２，８７５ ）

第４ ビジネス兼観光 ８，１４５ （ ４，５９６ ） ２８，２０９ （ ３２，０２２ ）

四半期 観光 １８，３９２ （ １０，５８１ ） ５６，４３９ （ ４９，８２０ ）

ビジネス兼観光 ６，７３０ （ ５，８００ ） ３４，９６１ （ ４８，８５８ ）

(1～3月) 観光 － （ － ） － （ － ）

ビジネス兼観光 － （ － ） － （ － ）

道 内 客

道 外 客

外 国 人

道 内 客

道 外 客

外 国 人

道 内 客

道 外 客

外 国 人

道 内 客

道 外 客

外 国 人
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北海道観光入込客数調査報告書［令和３年度（２０２１年度）］

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/irikomi.html

令和４年（２０２２年）９月

北海道経済部観光局観光振興課（観光企画）

札幌市中央区北３条西６丁目

電話番号（代表）011-231-4111 内線 26-574

（直通）011-206-6596

FAX番号（直通）011-232-4120


